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第 1 章 異なる次元での対日工作と対中外交（1950 年代） 
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 第 1 節 対日工作における民間中心の形成と変遷（1950 年代） 
 第 2 節 外務省官僚の中国認識と対中「一元化外交」構想 
 第 3 節 池田勇人の対中戦略の形成 
第 2 章 対日工作と対中外交との交差と平行（1960―1961） 
 第 1 節 自民党内親中国派と中国の対自民党工作 
 第 2 節 中国の対社会党工作と民間外交の足掛かりの喪失 
 第 3 節 対中外交の二正面作戦（1961 年）―政府間接触と自由主義陣営の協調 
第 3 章 共通の土俵に乗った対日政策と対中外交（1962―1964） 
 第 1 節 日中間共通の土俵の形成 
 第 2 節 共通の土俵での日中折衝 
第 4 章 相互作用としての日華紛争 
第 5 章 共通の土俵の崩壊と 1965 年の日中関係 
 第 1 節 佐藤榮作の中国政策構想―実像と虚像 




























第 2 章 「対日工作と対中外交との交差と平行（1960―1961）」では、日本の民間人を対象とする
対日工作が「政治三原則」を前提に進められたが、日本人の大勢を同調させられたわけではなかった
ことを示す。「対日工作」は日本の世論に日中関係打開の必要性を認識させることにはなった。それに




















第 3 章 「共通の土俵に乗った対日政策と対中外交（1962―1964）」では、松村などの親中国派を
政府特使として日中交渉に介入させる構想を取上げる。この構想は外務省の遠藤又男中国課長により













動への干渉政策を放棄させる方針を打ち立てた(1962 年 5 月)。その後のやり取りを経て、1962 年 8
月、貿易問題に関する日中間の意見の相違は依然として存在していたが、日本外務省が「外交一元化」
を放棄し、中国政府が池田政権を相手にすることによって、双方は交渉のテーブルにつく条件が整っ
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